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研究成果の概要（和文）： 本研究では、ある地域に分布する民族における生業の多様性の存在は前提として、
多様性の程度の形成過程を主題化した。事例として東南アジア大陸部における農耕民モン（Hmong）を取り上
げ、彼らの生業の域内多様度とその形成過程を検討した。その結果、生業の多様化の一端として、定住化の進展
と資本の蓄積、そして精米機械導入による餌資源（米ぬか）調達の効率化と家畜飼育の専業化の生起、これらの
因果関係の存在が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study is to examine the formation process of 
intra-regional variety in subsistence activities from a case study of Hmong hillside villages in 
continental Southeast Asia. The results of this study indicate a part of the diversification process
 of subsistence activities. For example, specialization of pig husbandry appeared because of the use
 of plenty and reasonable rice bran as feeding resources. It was derived from the introduction of 
rice polishing machines, a progress of sedentarization and capital accumulation. 

研究分野：文化人類学、人文地理学
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１． 研究開始当初の背景 
（１） 
現在、世界の各国において経済発展や開発
プロジェクトの進展にともなう社会の変化
とともに、農山漁村の人々の生業も大きく変
化しつつある。このような変化は、東南アジ
アにおいてはとりわけ顕著かつ急速にみら
れる。このような背景に基づいて、現在進行
中の社会変化と関連する生業変化を解明す
る研究が盛んに行われているが、これらの研
究にみられる近年の傾向に、生業の変化をで
きるだけ長期の時間経過のなかに位置づけ
て理解しようとする点が挙げられる（たとえ
ば Akimichi 2009 など）。 
 
（２） 
報告者は農耕民モン（Hmong）の事例から、
東南アジア大陸部における 100 年間程度の
生業変化の解明を長期課題として研究を進
めている。しかし、そもそも現在の生業の多
様性がどの程度あるのかが大きな不明点と
してあり、生業変化の一般性を今後検討して
ゆくためにも、まずは第一に現在みられるモ
ンの生業の多様性の程度を、広い地理的範囲
の中で確認する必要があると考えた。 
 
 
２． 研究の目的 
（１） 
東南アジア大陸部における農耕民モンを
事例に、彼らの生業の域内多様度とその形成
過程を明らかにすることを目的とした。 
 
（２） 
農民の生業に関するこれまでの人類学的
な研究では、１村落の個人・世帯レベルの詳
細な資料から成り立つ研究が多く、広域ある
いは特定民族の生業を議論する際も、選択さ
れた、いくつかの村落事例から結論が導かれ
てきた。モンをはじめ東南アジア大陸部で焼
畑農耕を行ってきた少数民族を対象とした
先行研究においても状況は同様である（たと
えば Geddes 1976 など）。いっぽう本研究は、
一定地域内の村落の事例を比較検討するこ
とから、生業の域内多様度を明らかにしよう
とする点に特色がある。 
 
 
３． 研究の方法 
（１） 
フィールド調査での観察と聞き取りによ
る。具体的にはタイ国内のモン村落を中心に、
ラオス北部のモン村落の事例もあわせて比
較検討することから課題に取り組んだ。2014
年度と 2015 年度はフィールド調査を中心に
研究を実施し、2016 年度は補足のフィールド
調査とデータ整理および研究成果のとりま
とめを行った。 
 
 

４． 研究成果 
（１） 
本研究では、ある地域に分布する民族にお
ける生業の多様性の存在は前提として、多様
性の程度の形成過程を主題化している。 
本研究でフィールド調査を行ったペッチ
ャブーン県のモン村落（KN 村）の事例では、
大型精米機の導入により大量に発生する米
ぬかを餌に利用した、豚の大規模飼育が一部
の世帯で行われていることを確認した。以下、
事例内容について詳しく述べる。 
 
（２） 
KN村はピサヌローク市街から車で約1時間
程度の距離に位置する。集落標高は約 680m
であり、周辺はなだらかな高原地帯である。
KN 村は 1980 年代半ばに成立した。 
本研究では一部の世帯により大規模かつ
専業的に豚飼育を行う 3 つの事例（A 氏、B
氏および C氏）を確認した。事例では大型精
米機の導入が共通の前提であり、精米機の導
入とそれに伴う潤沢な米ぬかの確保、そして
その豚餌への利用が成立してはじめて大規
模飼育が開始されていた。 
KN 村では約 20 年前から大規模な飼育を行
う一部の世帯が出現し、豚は儀礼等に備えて
各世帯で日常的に飼育しておく存在から、必
要時に購入して利用する存在へ次第に変化
した。この意味において、KN 村ではモンの伝
統的な生業の 1つであった豚飼育が、一部の
大規模な飼育者により専業的に行われる状
況に変化したといえる。 
本事例は村内において機械の導入により
生産性が向上した部門が現れて専業化を進
め、他はその影響により生産をやめるに至っ
たことを示す。これは豚の利用に伴う調達が
効率化の論理に沿って最適化する過程を、人
の生き方の変化として確認したとみなすこ
とができる。 
 
（３） 
まとめると、上記事例は 1980 年代半ばの
定住化後、1990 年代後半から精米機が導入さ
れて、しだいに従来からの自給的な豚の飼育
は一般に行われなくなり、2010 年代半ばには
飼育が一部の世帯により専業的に行われる
ように変化したことを示している。この事例
からは、生業の多様化の一端として、定住化
の進展と資本の蓄積、そして機械導入による
餌資源調達の効率化と家畜飼育の専業化、こ
れらの因果関係の存在が示唆された。 
この事例は、従来の研究（たとえば中井
2011、2013 など）で示されてきた農耕民モン
の生業像と比較して、いくつかの特異な点を
示しており、モンの生業の域内多様度を考え
る上で、今後とも検討が必要な事例になると
考えられる。 
なおこの事例検討を含む成果は、日本地理
学会 2017 年春季学術大会（2017 年 3 月、筑
波大学）において報告した。今後は、より論



点を絞って雑誌論文に仕上げる予定である。 
 
（４） 
 本研究のフィールド調査を行うなかでと
りわけ確認したことは、近年のモンの経済状
況の変化と関連して、出稼ぎや就学などによ
る都市と農村間の長距離移動機会が増加し
ていることである（この点と生業および食文
化の変化の関係については、人間文化研究機
構の基幹研究プロジェクト『アジアにおける
「エコヘルス」研究の新展開』ワークショッ
プで、2017 年 1月に予備的な報告をした）。 
このように「農耕民モン」の枠組みではと
らえることが困難になりつつある、彼らの現
在進行中の生業の変化およびこれまでの多
様性の形成過程を考える上では、本研究で検
討した定住化や資本の蓄積、そして機械化に
よる生産性の向上と専業化の視点に加えて、
モビリティの高まりによる活動空間拡大と
の関係の検討が、今後の課題として挙げられ
る。 
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